
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

労
働
条
件
の
改
善

03
年
11
月
に
実
施
し
た
「武

蔵
支
部
」
の
組
合
員
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
「
組

合
を
必
要
と
す
る
と
考
え
ま
す

か
」（
三
つ
以
内
の
選
択
）
で
は
、

「
労
働
条
件
の
改
善
を
行
な
う

時
」が
76
％
と
一
番
に
な
っ
て
い

ま
す
。
（詳
細
は
左
上
グ
ラ
フ
を

参
照
）

要
求
提
出
は

２
月
19
日
を
予
定

日
立
労
組
本
部
は
、
賃
金
・

一
時
金
の
要
求
提
出
を
２
月
19

日
に
予
定
し
、
団
体
交
渉
を
行

な
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
へ
要
求

す
る
骨
子
は
「現
行

賃
金
体
系
を
維
持
」

と
し
て
35
歳
標
準

労
働
者
の
定
昇
と

し
て
３
２
０
０
円
、

一
時
金
は
年
間
５
ヶ

月
の
１
４
４
万
３
５

０
０
円
と
し
て
い
ま

す
。と
り
わ
け
、
一
時

金
の
取
扱
い
に
特

別
の
注
意
を
は
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
03
年
度
は
、
日
立
が

４
・
３
ヵ
月
、
三
菱
が
４
・
０
ヵ
月

の
妥
結
と
な
り
ま
し
た
。

04
春
闘
の
結
果
が
ど
う
な
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ル
ネ
サ

ス
社
員
の
日
立
労
組
組
合
員
が
、

日
立
労
組
の
妥
結
月
数
を
下

回
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
要
求
提
出
の
段
階
か
ら

し
っ
か
り
と
し
た
討
議
を
深
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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04
年
春
闘
が
始
ま
っ
て
い
ま

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） 日立武蔵の会
＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男
＊電話・FAX ; 042-394-0937
＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

04
春
闘
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ル
ネ
サ
ス
に
対
す
る
日
立
労
組

の
の
要
求
は
、
従
来
か
ら
の
日
立
制
度
で
の
要
求
と
な
り
ま
す
。

▼
わ
が
国
の
厚
生
年
金金金金

は
戦
時
下
、
戦
費
を
捻捻捻捻

出
す
る
た
め
に
１
９
４
４４４４

年
に
つ
く
ら
れ
た
。
老
後後後後後

の
生
活
安
定
の
た
め
に
つつつつ

くくくくく
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
たたたた

▼▼▼
そ
の
後
、
労
働
者
と
国
民
のののの

粘粘粘粘
り
強
い
運
動
で
改
善
さ
れ
てててて

ききききき
ま
し
た
。
特
に
１
９
７
３
年
のののの

年年年年
金
ス
ト
は
53
単
産
・
３
５
０
万万万万

人人人人
が
参
加
し
、
年
金
の
２
・
３
倍倍倍倍倍

化化化化
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入入入入

ななななな
ど
を
実
現
し
た
▼
イ
ラ
ク
にににに

自自自自自
衛
隊
の
派
兵
が
強
行
さ
れれれれ

たたたた
中
で
年
金
の
改
悪
が
進
め
らららら

れれれれ
よ
う
と
し
て
い
る
。
戦
前
へ
のののの

回回回回
帰
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
▼▼▼▼

全全全全全
労
連
は
４
月
15
日
、
年
金
ススススス

トトトトト
を
準
備
し
て
い
る
。
多
く
のののの

国国国国
民
が
「年
金
ス
ト
」
に
期
待
しししし

ててててて
い
る
▼
戦
争
へ
の
道
と
社
会会会会会

保保保保
障
の
充
実
の
道
は
相
反
す
るる
。。。。。

労労労労
働
組
合
が
平
和
を
守
り
、
社社社社社

会会会会会
保
障
充
実
の
運
動
を
前
進進進進

ささささ
せ
る
こ
と
を
国
民
は
求
め
てててて

いいいい
る
。

集積回路

自自動動車車労労組組の春春闘闘要要求求

マスコミで報道されている自動車労組の要

求内容は、賃金で日産がベア「相当分」とし

て1000円含む、一時金は、トヨタが年額約２

３１万円の約6.5ヶ月、日産も年間６ヶ月を要

求求求すすするるるととと言言言わわわれれれててていいいままますすす。。



憲
法
違
反
の

自
衛
隊
派
兵

い
ま
な
お
戦
争
状
態
が
続

い
て
い
る
イ
ラ
ク
へ、
戦
後
初
め

て
の
自
衛
隊
が
派
兵
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
自
民
党
に
続
い

て
民
主
党
ま
で
も
憲
法
改
正

を
叫
ん
で
い
る
今
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
進
路
に
か
か
わ
る

重
大
問
題
で
す
。

「
人
道
支
援
な
ら
や
む
を
え

な
い
の
で
は
」な
ど
思
っ
て
い
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
自
衛

隊
の
派
兵
は
憲
法
９
条
に
違

反
す
る
も
の
で
す
。

９
条
の
１
項
で
は
「
武
力
の
行

使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す

る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ

れ
を
放
棄
す
る
」と
し
、
そ
し

て
２
項
で
は
「
国
の
交
戦
権
は

認
め
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
占
領
が
つ

づ
い
て
い
る
イ
ラ
ク
に
軍
事
力

を
も
っ
て
参
加
す
る
こ
と
は
、

あ
き
ら
か
に
憲
法
を
踏
み
に
じ
っ

た
行
為
で
す
。

「大
義
」
な
き
戦
争

ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク
へ
の
侵
略

戦
争
に
踏
み
切
っ
た
口
実
は
”

フ
セ
イ
ン
政
権
は
大
量
破
壊
兵

器
を
持
っ
て
い
る
”
で
し
た
。
し

か
し
大
量
破
壊
兵
器
捜
査
を

指
揮
し
て
い
た
米
調
査
団
長
の

デ
ビ
ッ
ド
・
ケ
イ
氏
は
、
八
ヶ
月

に
わ
た
る
調
査
の
結
果
と
し
て
、

イ
ラ
ク
に
は
大
量
破
壊
兵
器
は

「も
と
も
と
存
在
し
な
か
っ
た
と

考
え
る
」と
発
表
し
ま
し
た
。
小

泉
首
相
は
い
ま
ま
で
「
大
量
破

壊
兵
器
の
保
有
」を
断
言
し
て
、

自
衛
隊
派
兵
の
根
拠
に
し
て
き

ま
し
た
が
「大
義
」は
根
底
か
ら

崩
れ
ま
し
た
。

「安
全
」
は
嘘

自
衛
隊
が
駐
留
す
る
サ
マ
ワ

に
つ
い
て
、
小
泉
首
相
は
「
評
議

会
の
存
在
で
治
安
は
安
定
」と

国
会
答
弁
し
ま
し
た
が
、
サ
マ

ワ
の
評
議
会
は
す
で
に
解
散
さ

れ
て
お
り
首
相
は
答
弁
の
撤
回

を
し
ま
し
た
。
ま
た
自
衛
隊
先

遣
隊
の
報
告
が
、
派
兵
さ
れ
る

前
に
作
ら
れ
た
シ
ナ
リ
オ
に
そ

く
し
て
や
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、

国
会
で
の
日
本
共
産
党
の
追
求

で
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

国
連
中
心
の
解
決
を

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
占
領
で
、
イ

ラ
ク
の
テ
ロ
と
抵
抗
の
ほ
こ
先
は
、

復
興
支
援
の
中
心
を
に
な
っ
て

き
た
国
際
赤
十
字
や
国
連
に

も
む
け
ら
れ
ま
し
た
。
戦
争
の

「大
義
」が
く
ず
れ
た
今
、
日
本

が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
自
衛
隊

派
兵
を
た
だ
ち
に
撤
回
し
国
連

中
心
の
復
興
支
援
に
き
り
か
え
、

憲
法
９
条
を
持
つ
国
に
ふ
さ
わ

し
い
外
交
努
力
を
す
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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自民党の元郵政相で防衛政

務次官、自民党国防部会副会

長を歴任した箕輪登氏は１月２

８日、自衛隊のイラク派兵は違

憲・違法である、として派遣差し

止めを国に求める訴訟をおこし

ました。

自衛隊法三条は自衛隊の任

務を「我国を防衛すること」と定

め、「自衛隊法には外国の復興

支援なんて書いてない」。自衛

隊の活動地域を「非戦闘地」と

定めたイラク特措法にも反する

と主張しています。

重装備の武器使用は、自衛隊

法が定めた「武器使用」の概念

を超えた「武力行使」になり、憲

法違反、自衛隊法違反になる。

「一番先頭に立って法を守らな

ければならない総理大臣が法を

守らないで許されるのか」と訴え

ています。

イ
ラ
ク
の
自
衛
隊
派
兵
反
対

イラク派兵、タカ派も｢待っ



成
果
主
義
賃
金
の

処
遇
制
度
に
改
訂

三
菱
電
機
は
２
月
２
日
、

一
般
社
員
の
人
事
処
遇
制

度
改
定
に
つ
い
て
、
労
働

組
合
と
協
議
を
進
め
て
い

た
が
、
３
月
16
日
付
で
人

事
処
遇
制
度
を
改
定
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
と
発
表

し
た
。

改
定
の
主
な
内
容
は
、

資
格
制
度
を
廃
止
し
「
役

割
・
職
務
価
値
制
度
」
を
導

入
す
る
。
こ
れ
は
能
力
に
対

応
し
た
資
格
に
よ
り
処
遇
し
、

資
格
降
格
の
な
い
従
来
の
資

格
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

事
業
遂
行
に
お
け
る
本
人
の

役
割
（
等
級
）
と
成
果
に
応

じ
て
処
遇
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
年
齢
・
勤
続
年
数
に
関

係
な
く
成
果
・
業
績
の
向
上

に
向
け
て
社
員
一
人
ひ
と
り

が
努
力
す
る
中
で
、
成
果
に

応
じ
た
処
遇
を
受
け
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
。
経
営
へ
の

参
画
度
・
貢
献
度
の
高
い
優

秀
層
の
抜
擢
を
図
る
と
と
も

に
、
役
割
の
遂
行
が
不
十
分

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
降
級

も
あ
る
制
度
と
す
る
。

30
歳
迄
は
年
功
要
素

毎
年
三
千
円
の
増
額

ま
た
、
年
功
的
な
要
素
を

極
力
排
す
る
た
め
、
定
期
昇

給
を
原
則
廃
止
す
る
。
た
だ

し
、
30
歳
ま
で
は
一
部
経
験
・

習
熟
度
に
着
目
し
た
加
算
部

分
（
毎
年
３
０
０
０
円
）
を

残
す
。
さ
ら
に
賞
与
支
給
基

準
に
つ
い
て
は
、
賃
金
と
の

関
係
を
切
り
離
す
と
と
も
に
、

成
果
・
業
績
に
よ
る
賞
与
の

格
差
を
従
来
の
二
倍
に
拡
大

し
、
よ
り
一
層
成
果
・
業
績

志
向
と
す
る
。
業
績
評
価
基

準
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
評

価
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
役
割
・
成
果
に
基

づ
く
厳
正
な
処
遇
を
推
進
す

る
こ
と
と
並
行
し
て
、
人
事

処
遇
制
度
を
支
え
る
各
種
運

営
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
り
、

「
評
価
・
処
遇
」
「
配
置
・

活
用
」
「
育
成
・
能
力
開
発
」

を
三
位
一
体
と
し
て
有
機
的

な
連
携
を
目
指
す
。
（
２
月

３
日
付
「
電
波
新
聞
」
よ
り
）

全
額
現
金
で
返
済

日
立
は
１
月
13
日
、
厚
生
年

金
基
金
の
代
行
部
分
を
03
年

12
月
30
日
付
で
国
に
現
金
で

返
上
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
返
上
額
は
３
９
５
０
億
円
。

03
年
10
月
時
点
で
、
日
立
の

年
金
加
入
者
は
約
６
万
４
０
０

０
人
、
受
給
権
者
は
約
５
万
３

０
０
０
人
。
03
年
３
月
末
に
約
７

４
０
０
億
円
の
総
資
産
を
持
っ

て
い
た
。
（
１
月
14
日
付
「
日
経

産
業
」
よ
り
）
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◎
Ｂ
Ｓ
Ｅ
・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま
ん
え
ん

出
番
で
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す魚
屋

◎
豚
が
た
よ
り
で
す

日
本
国
民

ト
ン
と
か
か
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
んぶ
た

休
憩
室

NNEECCエレレククトトロロニククスス

通期で５３０億円黒字

ＮＥＣエレクトロニクスが１月28日

発表した03年10～12月期の連結

業績（米会計基準）は、税引き前

利益が前年同期比88％増の１３８

億円だった。04年３月期通期は営

業利益見通しを前期比75％増の５

３０億円に上方修正した。デジタル

カメラや携帯電話、パソコン周辺

機器向けなどデジタル関連は下

期に入っても好調が続いている。

（（（（（１１１１月月月月月22228888日日日日日付付付付付付「「「日日日日日経経経経経経新新新新新新聞聞聞聞聞聞」」」」」よよよよりりりり）））））

三三
菱
電
機
の
処
遇
制
度
改
訂

一
部
に
「定
昇
」制
度
を
残
す



植
木
鉢
が
か
わ
い
そ
う

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
に
お
い
て

あ
る
植
木
鉢
は
、
花
屋
さ
ん
が

時
々
来
て
手
入
れ
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
植
木
が
昨
年
暮
れ
に
枯
れ

て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
と
こ
ろ

が
そ
れ
が
い
ま
だ
に
枯
れ
た
ま

ま
の
状
態
で
そ
こ
に
置
い
て
あ

る
。
誰
が
管
理
し
て
い
る
の
や

ら
植
木
も
か
わ
い
そ
う
だ
が
、

せ
っ
か
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
と

思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
枯
れ
木
を

み
せ
ら
れ
る
わ
れ
わ
れ
も
辛
い

も
の
で
あ
る
。

Ｍ
子

旅
費
制
度
の
一
元
化

事
業
統
合
後
の
初
め
て
の

「
労
働
条
件
統
合
」
に
つ
い
て
、

職
場
の
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
か
な
り
Ｒ
Ｍ
よ
り
に
傾

斜
し
た
結
論
に
な
っ
た
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
一
部
に
一
致
が

見
ら
れ
ず
併
存
と
な
っ
た
条

件
も
あ
り
ま
す
。
日
立
労
組

本
部
見
解
に
あ
っ
た
「
別
居
手

当
水
準
や
帰
宅
交
通
費
の
支

給
回
数
等
の
拠
点
間
異
動
時

の
取
扱
い
や
、
応
援
の
取
扱
い

等
旅
費
制
度
の
み
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
に
よ
り
課
題
も

残
り
ま
し
た
」
と
の
解
決
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
一

元
化
の
取
り
組
み
が
賃
金
な

ど
の
処
遇
制
度
全
般
に
適
用

さ
れ
る
の
か
と
思
う
と
不
安

で
す
。
（
Ｋ
）

Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
の
導
入

日
立
の
裁
量
勤
務
制
度
で

あ
っ
た
今
ま
で
の
「
Ｅ
ワ
ー
ク
」

に
変
わ
る
新
し
い
「
法
定
裁
量

労
働
制
」
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
が
４
月

１
日
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。
日

立
労
組
見
解
で
も
「
制
度
の
適

正
な
運
用
を
誤
れ
ば
過
重
労

働
が
生
じ
る
」と
の
懸
念
が
表

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
始
業
・
終

業
時
刻
の
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
機
械
的

把
握
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
機
械
的
把
握
時
間
の
実

態
な
ど
の
公
表
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

三
菱
電
機
の
制
度
改
訂
の

内
容
が
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
働
き
や
す
い
環
境
の
実
現

を
望
み
た
い
も
の
で
す
。
（Ｔ
）

職
場
だ
よ
り
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絵
手
紙
で
ご
挨
拶

編
集
後
記

日
立
も
三
菱
も
こ
の
４
月月月月月

かかかかかか
ら
の
処
遇
制
度
改
訂
ととととと

ななななななな
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
事事事事事

例例例例例例
で
の
検
討
も
討
議
も
少少少少少

ななななななな
く
、
導
入
に
不
安
が
残
っっっっっ

ててててててて
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
ン
テテテテテ

ももももももも
閉
鎖
と
な
る
話
し
が
飛
びびびびび

込込込込込
ん
で
き
ま
し
た
。
将
来
ををををを

考考考考考考考
え
て
取
り
組
み
を
考
え
てててて

行行行行行行
き
ま
し
ょ
う
。
（
Ｍ
）

超Lのﾘｽﾄﾗに不安

(日立超Ｌ)の職場では、昨年末の組織再編

に伴なう配置転換が続いています。会社の業

績改善の兆しはまだ見えず「もしこれでダメな

ら次はどうするつもりだろう」、「またリストラを

考えているのでは？」と社員の中には引き続

き不安がつのっています。

２月２日(月)には組合と会社の間で経営審

議会が開催されました。会社は経営実態を

明らかにして社員の理解と協力を得るよう努

力すべきではないでしょうか。（K)


